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あきる野市の人口の見通し①

【出典】 総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」 2

老年人口は緩やかに増加



あきる野市の人口の見通し②

前期高齢者

後期高齢者

【出典】 総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」 3
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都内の特養の待機者の状況

  H28.4.1
（Ａ）

H31.4.1
（Ｂ）

増減
（Ｂ-Ａ）

増減率
（Ｂ/Ａ）

東京都（人） 30,717 29,126 ▲1,591 94.8%

西多摩（人） 494 523 29 105.9%

あきる野市（人） 71 77 6 108.5%

※特別養護老人ホームへの入所申込等に関する調査結果
 （Ｈ28年度及びＨ31年度）
※あきる野市以外は、聞き取り等により確認している。

○東京都全体では、待機者数は、減少している。
○西多摩とあきる野市では、待機者数は、若干増加している。
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東京都の特養整備の方向性

【出典】東京都高齢者保健福祉計画（平成30年度～平成32年度）
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（※区市町村に対する交付金）

※令和元年度末現在、約５０，５００床が竣工されている。



東京都の特養整備の主な補助金

【出典】東京都特別養護老人ホーム等施設整備費補助制度概要資料（令和2年3月）
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（※ユニット型 定員１人当たり500万円 など）



都内の「被保険者数」「認定者数」及び「特養利用者数」の比較

出典：介護保険事業状況報告

○東京都全体では、特養利用者数については、平成２８年度と比較して、４，８２４人（111.0％）の増となっ
　ている。
○そのうち、区部が３，２０６人（111.6％）の増となっており、東京都全体の特養利用者増の約３分の２が区
　部である。
○特養利用者数については、西多摩地域では１８５人の増となっており、需要はないわけではない。
○しかしながら、特養利用者数の増加率は、西多摩で108.0％、あきる野市で107.7％であり、東京都全体の増
　加率111.0％より、低い傾向となっている。

東京都 H28.4.1（Ａ） H31.4.1（Ｂ） 増加人数（Ｂ-Ａ） 増加率（Ｂ/Ａ）
被保険者数（人） 3,022,803 3,119,829 97,026 103.2%
認定者数（人） 560,538 607,128 46,590 108.3%
特養利用者数（人） 44,040 48,864 4,824 111.0%

区部 H28.4.1（Ａ） H31.4.1（Ｂ） 増加人数（Ｂ-Ａ） 増加率（Ｂ/Ａ）
被保険者数（人） 2,010,493 2,059,450 48,957 102.4%

認定者数（人） 381,685 409,147 27,462 107.2%

特養利用者数（人） 27,723 30,929 3,206 111.6%
西多摩 H28.4.1（Ａ） H31.4.1（Ｂ） 増加人数（Ｂ-Ａ） 増加率（Ｂ/Ａ）

被保険者数（人） 101,785 107,694 5,909 105.8%
認定者数（人） 14,779 16,568 1,789 112.1%
特養利用者数（人） 2,302 2,487 185 108.0%

あきる野市 H28.4.1（Ａ） H31.4.1（Ｂ） 増加人数（Ｂ-Ａ） 増加率（Ｂ/Ａ）
被保険者数（人） 21,907 23,002 1,095 105.0%
認定者数（人） 3,080 3,526 446 114.5%
特養利用者数（人） 480 517 37 107.7%
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都内の特養の整備の状況

出典：東京都福祉保健局HP内の施設一覧

○東京都全体では、特養の整備数が、平成２８年度と比較して、５４施設６，０８２床の増加とな
　り、増加率は114.3％となっている。
○そのうち、約３分の２が区部で整備されており、平成２８年度と比較して、区部では４０施設
　４，３２５床の増加となっており、増加率は119.3％となっている。
○一方で、西多摩地域では、新規の施設整備はなく、８８床の増床のみとなっている。

  H28.5.1(A) R1.12.1(B) 増加数(B-A) 増加率(B/A)

東京都
施設数（施設） 470 524 54 111.5%

床数（床） 42,601 48,683 6,082 114.3%

区部
施設数（施設） 257 297 40 115.6%

床数（床） 22,395 26,720 4,325 119.3%

西多摩
施設数（施設） 63 63 0 100.0%

床数（床） 6,763 6,851 88 101.3%

あきる野市
施設数（施設） 13 13 0 100.0%

床数（床） 1,300 1,320 20 101.5%
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都内の特養＋老健＋有料老人ホーム（サ高住含む）の整備状況 

出典：東京都福祉保健局HP内の施設一覧

○東京都全体の特養、老健、有料老人ホームの３施設の床数は、平成２８年度比較の床数で、
　２１，４４１床増えている。
○増加率、増加数を見ると、ほとんどが区部の整備である。
○西多摩地区の整備は、東京都全体と比較して、低い水準の整備状況である。

  H28.5.1 R1.12.1 増加数 増加率

東京都
施設数（施設） 1,632 1,958 326 120.0%

床数（床） 116,452 137,893 21,441 118.4%

区部
施設数（施設） 957 1,168 211 122.0%

床数（床） 66,655 80,777 14,122 121.2%

西多摩
施設数（施設） 102 109 7 106.9%

床数（床） 9,204 9,674 470 105.1%

あきる野市
施設数（施設） 21 22 1 104.8%

床数（床） 1,626 1,796 170 110.5%
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区部被保険者の住所地特例先の比較（特養のみ）

出典：後期高齢者医療広域連合による特養入所者数調査

○区部の認定者のうち、住所地特例（※）で特養を利用している人数は減っている。
○区部で減少した住所地特例者４０６人のうち、４０２人が多摩地区への住所地特例者の減である。
○区部の特養利用者が増加している中で、住所地特例で他自治体の特養の利用が減っていること及
　び区部での特養の整備が進んでいることから、お住まいの区内の特養の利用が進んでいると考え
　られる。

区部の住所地特例者
2,787人

区内在住→他の区
249人

区内在住→多摩地区
2,538人

区内在住→西多摩
1,620人

区内在住→あきる野市
268人

区部の住所地特例者
2,381人

区内在住→他の区
245人

区内在住→多摩地区
2,136人

区内在住→西多摩
1,420人

区内在住→あきる野市
249人▲19

▲200

▲402

▲4

▲406

平成２８年４月１日現在 平成３１年４月１日現在

10※住所地特例制度：介護保険施設等に入所することにより、当該施設所在地に住所を変更したと認められる被保険者につ
         いては、住所変更以前の住所地市区町村の被保険者とする介護保険上の特例措置のこと。



あきる野市内の特養等の整備率の状況
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介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

介護老人福祉施設（広域利用施設） １３施設 １，３２０床

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護（※） １施設 ２９床

介護老人保健施設（老健）
介護老人保健施設（老健） ３施設 ３０１床

有料老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅

有料老人ホーム（介護付き） ３施設 １０２床

有料老人ホーム（住宅型） １施設 １７床

サービス付き高齢者向け住宅 ２施設 ５６床

軽費老人ホーム（ケアハウス）

軽費老人ホーム（ケアハウス） ２施設 ９８床

認知症対応型共同生活介護（グループホーム）

認知症対応型共同生活介護（グループホーム） ３施設 ４５床

※あきる野市の被保険者のみが入居可能な特養



住宅型有料老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅の利用状況
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施設名 施設種別 床数

入居者数
（サ高住：令和元年７月１日現在、有料老人ホーム：令和２年９月末現

在）

合計 自立
要
支
援
１

要
支
援
２

要
介
護
１

要
介
護
２

要
介
護
３

要
介
護
４

要
介
護
５

シニアハウスくさ
ばな

サービス付き高
齢者向け住宅  38床  36人  5人  0人  6人  9人  6人  4人  6人  0人

サービス付き高齢
者向け住宅 サン
ライズ小川

サービス付き高
齢者向け住宅  18床  16人  9人  0人  6人  1人  0人  0人  0人  0人

戸倉ヴィラ 住宅型有料老人
ホーム 17床 17人 0人 0人 0人 4人 2人 6人 2人 3人

出典：東京都提供資料及び市によるヒアリングに基づく集計

要介護３以上の重度者の利用者は、２１人である。



特養の整備率の状況（介護老人福祉施設（65歳以上人口10万人当たり）

出典：厚生労働省「地域包括ケア「見える化」システム」、内閣府「地域分析システム（ＲＥＳＡＳ）」
13



介護サービス別の定員数の構成

出典：厚生労働省「地域包括ケア「見える化」システム」、内閣府「地域分析システム（ＲＥＳＡＳ）」
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「在宅サービス」 
訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、訪問リハビリテーション、居宅療養管理指導、通所介護、通所リハビリテーション、短期入所生活介護、
短期入所療養介護、福祉用具貸与、特定福祉用具販売、住宅改修、居宅介護支援 
 「居住系サービス」
特定施設入居者生活介護、地域密着型特定施設入居者生活介護、認知症対応型共同生活介護 
「施設サービス」
介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設、介護医療院、地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 



介護人材の状況①

出典：第７期東京都高齢者福祉計画（平成３０年度～平成３２年度） 15



出典：第７期東京都高齢者福祉計画（平成３０年度～平成３２年度）

介護人材の状況②
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介護人材の状況③

出典：第７期東京都高齢者福祉計画（平成３０年度～平成３２年度）
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在宅生活改善調査の結果（抜粋）
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【参考】御堂中西側の市有地の概要
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国
道
４
１
１
号
線

平井川

7,417.30㎡



論点まとめ（特養）
○高齢者人口は、２０４０年まで緩やかに増加傾向が続く。また、後期高齢
　者数については、増加していく。
○特養の待機者は、東京都全体で減少している一方で、平成２８年度と平成
　３１年度の比較で、西多摩は若干微増している。また、あきる野市では、
　平成３１年４月１日現在、７７人が待機者との結果が出ている。
○一方で、在宅生活改善調査では、在宅サービスを利用している高齢者のう
　ち、生活改善に必要なサービスとして「特養のみ」とされた方は、１５人
　であった。
○東京都は、令和７年度までに６２，０００床の整備を目標としている。一
　方で、令和元年度末現在、約５０，５００床が既に竣工されており、ほと
　んどが区部ので整備である。

○区部から多摩地域への住所地特例による特養の利用は減少している。

○あきる野市を含む西多摩地域は、他の地域に比べて、特養の整備状況が多
　い状況となっている。
○また、あきる野市の特養1,349床に対して、あきる野市の被保険者の利用
　は、５００人程度である。

○介護人材については、需要に対して、今後も供給不足との推計がされてい
　る。
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特養整備に係るメリット・デメリットの論点整理
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メリット デメリット

【基盤整備のメリット】

○セーフティネットとしての介護基盤

 （特養）の整備により、東京都の整備

　目標62,000床に寄与できる。

○あきる野市の待機者77人の解消が図ら

　れる。

○空床利用などによるショートステイの

　受け皿が増えることが期待できる。

【市のメリット】

○市の未利用地を貸付けによる有効活用

　ができる。

○１床当たり２５０万円の地域福祉推進

　交付金を市が受けることができる。

○介護人材を確保することへの懸念

○施設サービス過多の状況で新たな整備

　を行うことで、在宅サービスへの経営

　上、介護人材上の影響

○他の施設サービスへの経営上の影響

○住み慣れた地域の中で生活をする地域

　包括ケアシステムとの整合性

○住所地特例により他市の利用が進むこ

　とで、生活保護制度、後期高齢者医療

　制度などの市への財政的影響

○特養の利用者が増加した場合、介護給

　付の上昇につながり、介護保険料への　

　影響が出る。


